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陳
望
道
と
言
語
・
文
字
改
革
運
動

は
じ
め
に

　
陳
望
道
（
一
八
九
一
；
一
九
七
七
）
は
非
常
に
多
方
面
に
わ
た

る
分
野
で
活
躍
し
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
『
共
産
党
宣

言
』
の
漢
語
に
よ
る
最
初
の
翻
訳
（
一
九
二
〇
年
）
を
出
し
、
ま

た
雑
誌
『
新
青
年
』
の
編
集
に
た
ず
さ
わ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。
更
に
『
修
辞
学
発
凡
』
の
著
作
（
一
九
三
二
年
）
が
有
名

で
あ
る
。

　
中
国
国
内
で
陳
望
道
に
関
す
る
研
究
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

は
、
一
九
七
八
年
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
、
と
り
わ
け

八
十
年
代
前
半
の
陳
望
遣
研
究
は
修
辞
学
に
対
す
る
彼
の
貢
献
を

論
じ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
言
語
・
文
字
改
革
運
動
に

お
け
る
陳
望
道
の
業
績
が
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ

浜
　
　
田

ゆ
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

こ
数
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
中
国
国
外
で
の
陳
望
道
に
関
す
る
研
究
は
、
ま
だ
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
。
中
国
の
文
字
改
革
に
つ
い
て
の
研
究
業
績
が
多
い

U
亀
『
彗
9
ω
で
さ
え
、
陳
望
道
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し

て
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
陳
望
道
自
身
に
よ
る
文
章
や
、
彼
と
同
時
代
に
生
き

た
硯
海
曙
に
よ
る
回
顧
録
な
ど
を
み
て
い
く
と
、
陳
望
道
が
中
国

の
文
字
改
革
史
の
節
目
節
目
で
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
上
海
で
陳
望
道
の
主
導
の
下
に
展
開
さ

れ
た
言
語
・
文
字
改
革
運
動
を
中
心
に
扱
う
。
そ
し
て
陳
望
適
の

言
語
観
や
言
語
理
論
を
通
し
て
、
言
語
・
文
字
改
革
運
動
で
果
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

た
彼
の
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
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て
、
特
に
ラ
テ
ン
化
新
文
字
運
動
に
対
す
る
新
た
力
視
点
を
探
る

試
み
を
し
て
み
た
い
。

大
衆
語
運
動

　
大
衆
語
運
動
は
、
一
九
三
四
年
に
南
京
で
江
慾
祖
、
許
夢
因
ら

が
、
国
民
党
機
関
紙
の
『
中
央
日
報
」
や
『
時
代
公
論
」
で
茎
言

復
興
運
動
を
提
唱
し
た
の
に
反
対
し
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

文
言
復
興
運
動
に
対
す
る
反
撃
と
し
て
、
陳
望
道
は
胡
愈
之
ら
と

共
に
『
申
報
』
の
『
自
由
談
」
欄
で
、
「
大
衆
が
話
す
こ
と
が
で

き
、
聞
い
て
わ
か
り
、
読
ん
で
は
っ
き
り
し
、
す
ら
す
ら
と
書
け

る
」
よ
う
な
「
大
衆
語
」
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
こ
の

大
衆
語
に
関
す
る
討
論
は
全
国
的
規
模
で
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
運
動
は
一
九
三
四
年
の
六
月
か
ら
八
月
ま
で
約
二
ヶ

月
問
続
い
た
が
、
そ
の
間
各
地
の
新
聞
・
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

衆
語
に
関
す
る
文
章
は
、
計
百
六
十
以
上
に
も
な
る
と
い
う
。

　
一
九
三
四
年
八
月
に
は
、
更
に
陳
望
道
主
編
に
よ
る
雑
誌
『
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

白
」
（
半
月
刊
）
が
創
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
は
陳
望
道
ら
が
提
唱
し

た
大
衆
語
の
実
践
と
い
う
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
中
で

「
科
学
小
品
」
と
い
う
新
し
い
文
体
が
生
ま
れ
、
「
手
頭
字
」
の
使

用
が
提
唱
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
更
に
手
頭
字
運
動

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
一
手
頭
字
運
動

　
一
九
三
五
年
春
、
上
海
で
「
手
頭
字
推
行
会
」
が
組
織
さ
れ
た
。

そ
し
て
『
太
白
』
を
始
め
、
『
世
界
知
識
」
、
『
訳
文
』
な
ど
十
五

種
の
雑
誌
に
文
化
界
の
二
百
人
の
連
名
で
「
手
頭
字
推
進
の
趣
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

書
」
（
”
進
行
手
頭
字
縁
起
”
）
を
発
表
し
た
。

　
手
頭
字
と
は
、
大
衆
が
日
常
生
活
の
中
で
（
例
え
ば
帳
簿
や
契

約
書
な
ど
で
）
使
う
漢
字
の
う
ち
、
「
黙
々
と
し
て
自
由
に
改
め

て
き
た
、
彼
ら
（
大
衆
）
自
身
が
書
い
た
り
読
ん
だ
り
す
る
の
に

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

便
利
な
」
も
の
で
あ
る
。
こ
の
手
頭
字
は
、
①
筆
画
が
簡
単
で
あ

る
。
②
書
き
や
す
い
。
。
（
但
し
、
も
と
の
漢
字
よ
り
筆
画
が
減
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筥
）

と
は
限
ら
な
い
。
）
③
容
易
に
認
識
で
き
る
。
と
い
う
三
つ
の
特

徴
が
あ
る
。

　
こ
の
「
推
行
手
頭
字
縁
起
」
で
は
、
三
百
余
り
の
手
頭
字
が
選

定
さ
れ
、
実
際
に
『
太
白
』
、
『
世
界
知
識
』
な
ど
の
雑
誌
で
、

徐
々
に
印
刷
に
導
入
さ
れ
た
。

　
漢
字
簡
略
化
に
つ
い
て
は
、
明
末
清
初
か
ら
す
で
に
黄
宗
義
な

ど
が
主
張
し
て
お
り
、
そ
れ
以
後
銭
玄
同
を
始
め
、
何
人
も
が
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

の
実
現
に
努
力
し
て
き
た
が
、
簡
略
化
さ
れ
た
漢
字
が
印
刷
に
も
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使
わ
れ
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
手
頭
字
運
動
の
形
勢
に
押
さ
れ
、
一
九
三
五
年
八
月
、

国
民
党
政
府
も
「
第
一
批
簡
体
字
表
」
を
公
布
し
た
。
だ
が
、

『
太
白
』
が
停
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
五
力
月
後
の
一
九
三
六
年
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

月
、
こ
の
簡
体
字
の
禁
止
命
令
が
出
さ
れ
た
。

　
　
　
三
　
陳
望
道
と
黎
錦
煕

　
と
こ
ろ
で
、
陳
望
道
と
同
時
代
に
生
き
た
国
語
学
者
に
黎
錦
煕

（
一
八
九
〇
壬
一
九
七
八
）
が
い
る
。
黎
錦
煕
は
一
九
一
八
年
に

教
育
部
よ
り
公
布
さ
れ
た
注
音
字
母
の
普
及
に
努
め
、
一
九
二
八

年
に
は
「
国
音
字
母
第
二
式
」
と
し
て
教
育
部
よ
り
公
布
さ
れ
た

国
語
口
ー
マ
字
の
制
定
に
も
参
加
し
て
お
り
、
さ
ら
に
一
九
二
二

年
に
は
、
銭
玄
同
が
国
語
統
一
壽
備
委
員
会
に
提
出
し
た
「
減
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

現
行
漢
字
的
筆
画
案
」
に
連
署
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
三
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

に
は
「
大
衆
語
文
的
工
具
－
簡
体
字
」
を
発
表
し
た
。
黎
錦
煕
が

こ
こ
で
述
べ
て
い
る
「
簡
体
字
」
と
は
、
陳
望
適
ら
の
言
う
手
頭

字
と
同
じ
、
民
間
で
使
わ
れ
て
い
る
簡
略
化
さ
れ
た
漢
字
を
指
す
。

黎
錦
煕
も
陳
望
道
と
同
様
に
、
こ
の
簡
体
字
（
手
頭
字
）
の
普
及

を
支
持
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
漢
字
を
ロ
ー
ヱ
子
の
使
用
へ
と
移
行
さ

せ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
但
し
、
両
者
の
言
語
観
、
そ
し
て

政
治
的
立
場
の
違
い
に
よ
り
、
黎
錦
煕
（
リ
ベ
ラ
ル
な
立
場
）
の

方
は
国
語
ロ
ー
マ
字
を
支
持
し
、
陳
望
道
（
共
産
主
義
者
）
の
方

は
ヲ
テ
ン
化
新
文
字
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ラ
テ
ン
化
新
文
字
派
と
国
語
ロ
ー
マ
字
派
と
の
間
で
行
わ
れ
た

論
争
の
う
ち
当
時
最
も
注
目
さ
れ
た
と
い
え
る
の
は
、
一
九
三
七

年
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
、
『
語
文
月
刊
』
誌
上
に
お
け
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
論
争
は
、
ラ
テ
ン
化
新
文
字
派
の
藩
古
千
（
葉
籟

士
）
と
国
語
ロ
ー
マ
字
派
の
王
玉
川
の
議
論
が
軸
に
な
っ
て
お
り
、

両
者
の
対
立
点
は
以
下
に
あ
っ
た
。
①
声
調
を
表
記
す
る
こ
と
は

長
所
か
短
所
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
同
音
語
の
問
題
を
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
。
②
表
記
の
対
象
は
「
国
語
」
で
あ
る
の
か
、

　
　
　
　
（
旧
）

諸
方
言
で
あ
る
の
か
。

　
だ
が
、
ラ
テ
ン
化
新
文
字
派
と
国
語
ロ
ー
マ
字
派
の
対
立
が
論

争
と
い
う
形
で
具
体
化
す
る
以
前
の
大
衆
語
運
動
の
時
期
に
、
黎

錦
煕
と
陳
望
道
の
言
語
観
の
違
い
を
通
し
て
、
両
派
の
根
本
的
な

違
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
黎
錦
煕
と
陳
望
道
の
言
語
観
の
違
い
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

　
黎
錦
煕
は
大
衆
語
運
動
の
さ
な
か
に
発
表
し
た
「
『
大
衆
語
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

の
真
実
の
解
釈
」
（
「
『
大
衆
語
』
真
詮
」
）
と
い
う
文
章
の
中
で
、
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（73）陳望道と言語・文字改革運動

「
大
衆
」
と
い
う
語
の
意
味
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
、
「
大

衆
語
」
は
「
国
語
」
あ
る
い
は
「
白
話
」
と
何
の
違
い
も
な
く
、

「
内
容
は
同
じ
で
名
称
が
異
な
る
」
に
す
ぎ
な
い
と
結
論
付
け
て

い
る
。

　
黎
錦
煕
は
ま
た
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
言
語
は
自
然
な
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
人
工
的
な
も
の
で
は

　
な
い
。
「
大
衆
語
」
は
た
と
え
建
設
の
途
中
で
あ
づ
て
も
、
か

　
な
ら
ず
ひ
と
つ
の
自
然
套
言
語
を
「
大
衆
語
」
の
標
準
と
す
る

　
の
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
「
大
衆
語
」
建
設
の
基
礎
と
す

　
る
の
を
認
め
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
（
「
『
大
衆
語
』
と
『
標
準
の

　
（
蝸
）

　
国
語
』
」
）

　
こ
の
見
解
に
対
し
て
陳
望
道
は
、
「
黎
錦
煕
氏
が
『
大
衆
』
と

い
う
時
も
、
我
々
が
『
大
衆
』
と
い
う
時
と
は
内
容
（
原
文
は

　
　
　
　
　
（
脆
）

”
実
”
）
が
異
な
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
特
に
黎
錦
煕

の
言
う
「
言
語
は
自
然
な
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
人
工
的
な
も
の

で
は
な
い
。
」
と
い
う
見
解
に
対
し
て
、
「
用
脳
子
論
」
と
題
す
る

文
章
で
反
論
じ
て
い
る
。
そ
の
中
で
彼
は
、
ス
ピ
リ
ド
ビ
チ
の

　
　
　
　
　
　
（
H
）

『
言
呈
岨
学
と
国
際
語
』
の
中
で
記
述
さ
れ
て
い
る
、
ソ
ビ
エ
上
言

語
学
者
マ
ル
の
「
世
界
に
目
塞
言
語
は
存
在
し
な
い
。
あ
ら
ゆ
る

言
語
は
み
な
人
工
的
で
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
ば
を
、
問
題
の
黎

錦
煕
の
見
解
と
の
比
較
の
た
め
に
引
用
し
、
そ
し
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　
　
頭
を
使
い
さ
え
す
れ
ぱ
、
問
題
は
ま
た
非
常
に
簡
単
で
あ
り
、

　
常
識
に
よ
う
て
で
も
、
言
語
は
結
局
は
人
工
的
な
も
の
で
あ
り
、

　
決
し
て
自
然
な
も
の
で
は
な
い
、
と
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
た
と
え
「
自
然
」
を
自
然
に
発
展
す
る
と
い
う
意
味
に
と
っ
て

　
も
、
「
人
工
的
で
は
な
い
」
と
い
う
ま
で
に
「
自
然
」
で
あ
る

　
は
ず
が
な
い
。
ま
し
て
、
「
自
然
に
発
展
」
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

　
な
い
と
言
い
張
れ
ぱ
、
す
べ
て
の
言
語
・
文
字
運
動
の
、
国
語

　
運
動
さ
え
含
め
て
、
そ
の
土
台
を
崩
し
去
る
こ
と
に
な
る
の
で

　
（
岨
）

　
あ
る
。

　
陳
望
道
は
、
国
語
運
動
の
推
進
者
で
あ
る
黎
錦
煕
を
、
こ
の
よ

う
に
皮
肉
を
こ
め
て
批
判
し
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
陳
望
道
と
黎
錦
煕
に
は
、
言
語
の
人
工
性
、

言
語
の
自
然
性
と
い
う
異
な
る
言
語
観
に
基
づ
く
対
立
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
黎
錦
煕
に
と
う
て
の
「
大
衆
語
」
と
は
、
「
自
然
に
」
形
成
さ

れ
た
「
標
準
方
言
」
（
黎
錦
煕
の
用
語
）
で
あ
る
北
京
語
に
他
な

ら
な
㌧

　
一
方
、
陳
望
道
は
「
大
衆
語
論
」
の
中
で
、
大
衆
語
運
動
の
過
．
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程
で
議
論
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
大
衆
語
が
備
え
る
ぺ
き
三
つ

の
性
質
、
す
な
わ
ち
、
①
言
語
の
正
確
性
②
言
語
の
生
き
生
き
と

し
た
性
質
（
〃
活
現
性
”
）
③
言
語
の
広
く
ゆ
き
わ
た
っ
た
性
質

（
〃
普
通
性
”
）
を
あ
げ
、
更
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
我
々
は
も
ち
ろ
ん
大
衆
語
が
一
つ
の
広
く
ゆ
き
わ
た
っ
た
、

　
生
き
生
き
と
し
た
、
正
確
塗
言
語
で
あ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
条
件
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
た
言
語

　
は
、
今
は
実
際
に
は
ま
だ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
三
つ
の
条
件
が

　
そ
ろ
わ
な
い
時
に
は
、
実
際
に
必
要
と
す
る
ど
れ
か
の
条
件
に

　
重
点
を
お
い
て
み
る
し
か
な
い
の
で
あ
り
、
我
々
は
抽
象
的
に

　
解
決
す
る
す
べ
が
な
い
の
で
あ
る
。
「
広
く
ゆ
き
わ
た
づ
て
い

　
る
」
（
原
文
は
”
普
通
”
）
と
い
う
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
一
つ
の

　
重
要
な
条
件
で
あ
る
が
、
し
か
し
普
通
話
は
必
ず
や
そ
れ
ぞ
れ

　
の
土
語
方
言
の
折
衷
で
は
な
く
、
最
も
広
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い

　
る
一
つ
の
土
語
方
言
で
あ
る
。
そ
の
土
台
は
も
と
も
と
は
土
語

　
方
言
で
あ
る
が
、
た
だ
し
そ
れ
は
普
通
性
を
帯
び
た
土
語
方
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

　
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
（
括
弧
内
は
引
用
者
の
補
足
。
）

　
陳
望
道
は
ま
た
「
国
語
運
動
」
（
彼
は
こ
れ
を
「
北
平
話
運
動
」

と
呼
ん
で
い
た
。
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
口
頭
上
で
（
〃
普
通
”
化
へ
と
）
も
っ
て
い
く
方
法
に
つ
い

　
て
言
え
ぱ
、
私
は
北
平
話
運
動
も
一
つ
の
有
効
な
方
法
だ
と
考

　
え
る
。
し
か
し
北
平
話
運
動
は
、
我
々
は
そ
れ
を
普
通
話
運
動

　
の
一
つ
の
方
法
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
「
標
準

　
語
」
運
動
と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
（
括
弧
内
は

　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
引
用
者
の
補
足
）

　
陳
望
道
は
「
最
も
広
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
土
語
方
言
」
を
特

定
し
て
は
い
な
い
が
、
北
平
話
（
す
な
わ
ち
北
京
語
）
を
大
衆
語

の
土
台
と
な
る
言
語
と
考
え
る
こ
と
の
妥
当
性
を
、
こ
の
時
点
で

一
応
認
め
て
い
る
。
（
こ
れ
は
嬰
秋
白
の
考
え
方
と
異
な
る
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
）
た
だ
し
、
も
し
北
京
語
に
よ

づ
て
十
分
に
表
現
で
き
な
い
部
分
が
生
じ
た
時
は
、
他
の
方
言
の

要
素
に
よ
っ
て
補
え
る
ほ
ど
の
柔
軟
性
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
北
京
語
を
唯
一
の
絶
対
的
な
標
準
語
と
し
て
、
上
か
ら
大
衆

に
押
し
付
け
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
慎

重
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
点
が
大
衆
語
■
標
準
語
H
北
京

語
u
国
語
と
い
う
図
式
を
持
っ
て
い
る
黎
錦
煕
と
は
異
な
る
の
で

あ
る
。　

　
四
　
ラ
テ
ン
化
新
文
字
運
動
の
推
進
者
と
し
て
の
陳
望
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

陳
望
道
は
、
ソ
連
よ
り
伝
え
ら
れ
た
ラ
テ
ン
化
新
文
字
の
紹
介
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と
い
う
役
目
は
負
わ
な
か
う
た
が
、
大
衆
語
運
動
の
後
に
起
こ
っ

た
ラ
テ
ン
化
新
文
字
運
動
（
こ
の
運
動
も
、
大
衆
語
運
動
と
同
様
、

に
、
上
海
が
起
点
だ
っ
た
。
）
に
は
賛
同
し
た
。
（
一
九
三
五
年
十

二
月
に
上
海
で
成
立
し
た
「
中
国
新
文
字
研
究
会
」
は
、
「
我
々

の
新
文
字
普
及
に
対
す
る
意
見
」
と
い
う
意
見
書
を
起
草
し
、
各

界
の
人
士
の
署
名
を
求
め
た
が
、
そ
の
中
に
は
陳
望
道
の
名
も

（
η
）

あ
る
。
）

　
陳
望
道
が
な
ぜ
ラ
テ
ン
化
新
文
字
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た

か
と
い
う
こ
と
は
、
「
口
語
に
近
づ
く
方
法
」
と
い
う
文
章
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
中
で
、
彼
は
「
口
語
に
近

づ
く
と
い
う
問
題
」
を
、
①
語
彙
②
文
法
（
”
語
法
”
）
③
語
の
格

調
（
〃
語
格
”
）
④
語
音
の
四
つ
に
分
け
て
か
ら
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　
　
書
く
文
章
を
完
全
に
口
語
と
一
致
さ
せ
よ
う
と
思
え
ば
、
必

　
ず
こ
の
四
つ
の
面
が
み
な
口
語
に
一
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。
こ
れ
は
漢
字
が
そ
の
役
割
を
す
べ
て
は
た
す
こ
と
が
で

　
き
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
漢
字
で
書
け
ば
必
ず
や
本
来
の
語

　
音
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
陳
望
道
の
い
う
「
本
来
の
語
音
」
と
は
、
諸
方
言
の
音
を
指
す
。

彼
は
「
方
言
の
記
録
」
の
中
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
方
言
を
記
録
す
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
一
つ
の
方
法
し
か
な
か

　
っ
た
、
あ
る
い
は
方
法
が
な
か
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
方
法
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
正
確
に
音
を
記
す
方

　
法
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
正
確
に
音
を

　
記
す
方
法
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
音
を
記
そ
う
と
す
れ
ぱ
、
表

　
意
的
な
漢
字
を
借
り
て
そ
の
用
に
あ
て
る
し
か
な
く
、
結
局
記

　
し
た
音
も
意
味
も
み
な
真
で
は
あ
り
え
ず
、
意
味
は
も
と
も
と

　
の
意
味
で
は
な
い
し
、
音
も
近
似
の
音
が
得
ら
れ
る
だ
け
だ
っ

　
た
。
そ
の
上
漢
字
の
音
は
ま
た
各
時
代
各
地
域
で
読
み
方
が
異

　
な
る
の
で
あ
る
。
完
全
に
漢
字
で
音
を
記
し
た
こ
と
ば
は
、
別

　
の
時
代
あ
る
い
は
べ
つ
の
場
所
で
は
も
と
の
意
味
も
な
く
、
も

　
と
の
音
も
な
い
、
い
く
つ
か
の
雑
字
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で

　
（
泌
）

　
あ
る
。

　
陳
望
道
は
更
に
、
・
出
さ
れ
て
い
る
表
音
文
字
の
案
は
、
「
一
つ

と
し
て
漢
字
か
ら
離
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
」
と
し
、
「
こ
れ
は

あ
た
か
も
み
な
他
の
場
所
の
漢
字
を
知
・
っ
て
い
る
人
々
の
た
め
に

考
え
ら
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
り
、
純
粋
に
そ
の
地
域
の
文
盲
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

め
で
は
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
」
と
批
判
し
て
い
る
。
彼
は

”
語
文
統
7
（
こ
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
）
の

実
現
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
諸
方
言
を
も

529



一橋論叢　第112巻 第3号平成6年（1994年）9月号（76）

正
確
に
記
録
で
き
る
よ
う
な
文
字
、
す
な
わ
ち
音
標
文
字
の
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
6
）

性
を
痛
切
に
認
識
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
諸
方
言
の
表
記

を
め
ざ
し
た
ラ
テ
ン
化
新
文
字
を
彼
が
支
持
し
た
背
景
に
な
る
。

　
陳
望
道
が
ラ
テ
ン
化
新
文
字
運
動
に
最
も
積
極
的
に
関
わ
っ
た

の
は
、
一
九
三
八
年
の
春
か
ら
一
九
四
〇
年
の
秋
に
か
け
て
で

（
η
）

あ
る
。
こ
れ
は
、
国
民
党
の
ラ
テ
ン
化
新
文
字
に
対
す
る
厳
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

規
制
が
一
時
的
に
ゆ
る
ん
だ
時
期
と
重
な
る
。
こ
の
時
期
に
、
彼

は
ラ
テ
ン
化
新
文
字
運
動
の
理
論
、
実
践
の
両
面
に
お
い
て
非
常

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
彼
は
上
海
新
文
字
研
究
会
（
中
国
新
文
字
研
究
会
上
海
分
会
と

し
て
機
能
。
一
九
三
六
年
七
月
に
成
立
。
）
を
支
援
し
、
ま
た
一

九
三
八
年
七
月
に
成
立
し
た
「
上
海
語
文
学
会
」
で
は
、
陳
鶴
琴
、

方
光
轟
な
ど
と
共
に
、
そ
の
発
起
人
の
一
人
に
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
こ
の
上
海
語
文
学
会
は
、
共
産
党
の
地
下
組
織
の
機
関
誌

『
毎
日
訳
報
』
に
、
陳
望
道
の
主
編
で
『
語
文
週
間
』
欄
を
設
け

た
。
さ
ら
に
一
九
三
九
年
十
一
月
に
は
、
上
海
新
文
字
研
究
会
よ

り
月
刊
誌
『
中
国
語
文
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ラ
テ
ン
化
新

文
字
の
理
論
雑
誌
で
あ
う
た
が
、
陳
望
道
は
こ
の
編
集
に
も
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

し
、
数
回
寄
稿
も
し
て
い
る
。

　
陳
望
遺
は
ま
た
こ
の
時
期
に
、
ラ
テ
ン
化
新
文
字
と
明
の
時
代

に
考
案
さ
れ
た
漢
語
の
ロ
ー
マ
字
法
案
（
…
9
冨
O
雷
8
一
；
O
－

〇
一
麸
↓
ユ
o
q
彗
；
に
よ
る
も
の
）
や
ウ
ェ
ー
ド
式
、
注
音
字
母
及

ぴ
国
語
ロ
ー
マ
字
と
の
比
較
研
究
を
お
こ
な
い
、
そ
の
成
果
を

「
拉
丁
化
北
音
方
案
対
読
小
記
」
、
「
拉
丁
化
北
音
方
案
対
読
補
記
」

と
い
う
文
章
で
発
表
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
国
語
ロ
ー

マ
字
も
ラ
テ
ン
化
新
文
字
も
、
そ
れ
以
前
の
口
ー
マ
字
方
案
の
長

所
は
受
け
つ
ぎ
短
所
を
克
服
す
る
と
い
う
形
で
作
り
上
げ
ら
れ
た

と
い
え
る
が
、
（
陳
望
道
は
こ
れ
を
「
淵
源
が
な
い
の
で
は
な
い
」

と
表
現
し
て
い
る
。
）
「
注
音
字
母
と
の
関
係
か
ら
論
じ
れ
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
テ
ン
字
あ
る
い
は
ロ
ー
マ
字
の
音
標
方
案
の
う
ち
で
、

最
も
注
音
字
母
に
近
い
の
は
ラ
テ
ン
化
新
文
字
と
み
る
べ
き
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
＾
ヨ
o
）

る
。
」
と
述
ぺ
て
い
る
。

　
一
九
三
八
年
六
月
、
陳
望
道
は
ラ
テ
ン
化
新
文
字
と
注
音
字
母
、

漢
字
を
対
照
・
整
理
し
、
『
拉
丁
化
漢
字
耕
音
表
』
と
し
て
出
版

し
た
。
更
に
同
年
同
月
に
上
海
新
文
字
研
究
会
が
行
っ
た
講
演
会

（
第
一
回
言
語
・
文
字
体
系
講
演
会
）
で
陳
望
道
は
「
中
国
の
言

語
・
文
字
の
進
展
と
新
文
字
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
が
、
そ

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
ひ
と
こ
と
で
言
う
と
、
中
国
の
新
文
字
の
出
現
は
、
一
つ
に

　
は
文
章
上
の
二
音
節
語
の
増
加
の
た
め
、
二
つ
に
は
大
衆
に
文
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章
の
内
容
を
早
く
知
ら
せ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
た
め
、
三
つ
に

　
は
我
々
の
文
字
の
音
表
記
の
研
究
が
精
密
化
し
た
結
果
に
よ
る
。

　
よ
っ
て
、
ラ
テ
ン
化
新
文
字
は
中
国
の
漢
字
が
進
歩
し
た
結
果

　
　
　
　
（
㎝
）

　
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ラ
テ
ン
化
新
文
字
を
漢
字
の
次
に
来
る
発
展
段
階

と
し
て
位
置
付
け
た
の
は
、
陳
望
道
が
最
初
で
あ
り
、
こ
れ
は

「
文
字
の
発
展
法
則
」
と
し
て
、
解
放
後
の
文
字
改
革
に
も
受
け

継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
（
た
だ
し
陳
望
道
が
こ
の
時
ラ
テ

ン
化
新
文
字
に
つ
い
て
、
「
漢
字
が
進
歩
し
た
結
果
で
あ
る
。
」
と

述
べ
た
の
は
、
ラ
テ
ン
化
新
文
字
を
正
当
化
す
る
と
同
時
に
、
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
醜
）

進
的
な
漢
字
廃
止
論
を
批
判
す
る
意
図
も
あ
っ
た
。
）

　
陳
望
道
は
他
に
、
上
海
語
文
学
会
主
催
の
「
新
文
字
教
師
評
定

試
験
」
の
試
験
官
を
勤
め
（
一
九
三
八
年
九
月
）
、
さ
ら
に
一
九

三
九
年
十
一
月
、
彼
が
中
心
と
な
り
、
「
上
海
語
文
教
育
学
会
」

の
名
目
で
、
大
規
模
な
「
中
国
言
語
・
文
字
展
覧
会
」
を
開
催
し
、

成
功
さ
せ
た
。

　
陳
望
道
の
こ
の
よ
う
な
活
動
の
中
で
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
な

の
は
、
一
九
三
九
年
七
月
に
上
海
新
文
字
研
究
会
か
ら
発
表
さ
れ

た
「
拉
丁
化
中
国
字
運
動
新
綱
領
草
案
」
（
以
下
「
新
綱
領
草
案
」

と
略
称
す
る
。
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
執
筆
し
た
の
は
硯
海
曙
だ
が
、

陳
望
遣
が
修
正
を
加
え
、
ま
た
上
海
新
文
字
研
究
会
の
顧
問
会
議
、

臨
時
会
員
大
会
、
上
海
言
語
・
文
字
団
体
連
絡
会
議
で
の
計
三
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
）

に
わ
た
る
討
論
と
修
正
を
経
た
と
い
う
。
こ
の
「
新
綱
領
草
案
」

の
前
言
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
我
々
の
ラ
テ
ン
化
中
国
字
運
動
は
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
十
三
条

　
の
「
中
国
文
字
ラ
テ
ン
化
原
則
」
に
依
拠
し
て
き
た
。
こ
の
十

　
三
条
原
則
は
一
九
三
一
年
に
起
草
さ
れ
、
今
日
で
は
す
で
に
八

　
年
の
歴
史
が
あ
る
。
こ
の
八
年
の
あ
い
だ
に
中
国
の
社
会
状
況

　
は
す
で
に
き
わ
め
て
大
き
な
進
展
が
あ
り
、
ラ
テ
ン
化
の
推
進

　
者
た
ち
も
実
践
の
中
で
多
く
の
貴
重
な
経
験
を
つ
み
、
ラ
テ
ン

　
化
運
動
自
体
も
す
で
に
一
地
点
か
ら
全
面
に
展
開
し
て
い
る
。

　
運
動
は
ま
さ
に
広
く
展
開
し
て
お
り
、
我
々
の
責
任
も
さ
ら
に

　
重
く
、
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
我
々
は
過
去
の
経
験
を
総
括
し
、

　
運
動
の
な
り
ゆ
き
を
展
望
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
今
後
の
ラ
テ
ン

　
化
運
動
の
指
針
と
す
る
こ
と
を
大
変
必
要
と
し
て
い
る
。
従
っ

　
て
、
こ
の
運
動
の
同
人
た
ち
は
、
熱
心
な
討
論
と
熟
慮
に
よ
っ

・
て
、
こ
の
新
綱
領
を
つ
く
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
前
言
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
士
二
条
の
『
中
国
文
字
ラ
テ

ン
化
原
則
』
」
と
は
、
一
九
三
一
年
九
月
、
ソ
連
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ー
ク
で
行
わ
れ
た
中
国
文
字
ラ
テ
ン
化
第
一
回
代
表
大
会
で
決

531



一橋論叢　第112巻 第3号 平成6年（1994年）9月号　（7β）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
拠
）

議
さ
れ
た
「
中
国
新
文
字
十
三
原
則
」
の
こ
と
で
あ
り
、
ラ
テ
ン

化
新
文
字
と
共
に
中
国
に
伝
え
ら
れ
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
十
三
原
則
」
と
「
新
綱
領
草
案
」
の
最
も
注
目
す
べ
き

違
い
は
、
「
国
語
」
と
い
う
概
念
の
扱
い
方
で
あ
る
。
「
十
三
原

則
」
第
九
条
に
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
　
大
会
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
い
わ
ゆ
る
「
国
語
統
一
運
動
」

　
に
反
対
す
る
。
よ
づ
て
、
．
あ
る
ひ
と
つ
の
地
方
の
口
語
の
音
を

　
全
国
的
な
標
準
音
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
国
各
地
の
発

　
音
は
、
だ
い
た
い
大
き
く
五
種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
…
…
（
中
略
）
…
…
こ
れ
ら
の
地
方
の
口
語
音
は
、
み
な
そ
れ

　
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
表
記
に
よ
っ
て
各
地
の
文
化
を
発
展
さ

　
せ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
（
以
下
省
略
）

　
一
方
、
「
新
綱
領
草
案
」
第
四
項
目
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。

　
　
我
々
は
、
ひ
と
つ
の
統
一
さ
れ
た
国
家
は
ひ
と
つ
の
統
一
さ

　
れ
た
言
語
を
持
つ
べ
き
だ
と
考
え
奄
こ
れ
は
我
々
の
最
も
高

　
い
理
想
で
あ
り
、
我
々
が
必
ず
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理

　
想
で
も
あ
る
。
た
だ
目
下
の
中
国
は
、
国
土
が
広
く
、
生
産
が

立
ち
遅
れ
て
お
り
、
交
通
も
未
発
達
な
た
め
、
言
語
は
ま
だ
複

雑
な
方
言
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
当
面
は
皆

が
解
決
を
望
ん
で
い
る
、
統
一
語
を
い
か
に
形
成
す
る
か
と
い

う
問
題
が
、
ま
だ
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

方
法
に
関
し
て
、
我
々
は
、
「
言
語
の
分
岐
か
ら
統
一
へ
」
と

い
う
発
展
法
則
に
し
た
が
っ
て
、
方
言
を
ラ
テ
ン
化
し
、
し
か

る
後
に
さ
ま
ざ
ま
な
客
観
的
条
件
が
そ
ろ
う
の
を
待
っ
て
、
方

言
間
相
互
の
口
頭
上
、
書
面
上
の
接
触
の
機
会
を
増
や
し
、
同

時
に
ま
た
、
で
き
る
だ
け
各
地
の
方
言
の
音
声
的
、
文
法
的
な

共
通
点
と
差
異
を
調
査
し
、
で
き
る
だ
け
各
方
言
の
音
声
や
文

法
の
比
較
研
究
を
お
こ
な
っ
て
、
各
方
言
の
詳
細
に
し
て
正
確

な
音
声
お
よ
び
文
法
の
対
照
表
を
作
成
し
、
今
日
の
方
言
を
、

自
然
に
、
ま
た
人
工
的
に
、

さ
ら
に
高
い
段
階
の
民
族
統
一
語

に
合
一
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
我
々
は
、
こ
れ

が
中
国
の
民
族
語
を
つ
く
り
だ
す
最
も
合
理
的
で
徹
底
的
な
道

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
我
々
は
、
一
方
言
（
例
え
ば
北
京
語
）
に
よ

っ
て
全
国
を
統
一
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
賛
成
は
し
な
い
。
た

だ
し
、
我
々
は
北
方
話
が
た
し
か
に
各
区
の
方
言
の
中
で
使
用

区
域
の
最
も
広
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
未
来
の
中
国
の
民
族
統

一
語
の
中
で
、
北
方
話
の
音
素
が
大
部
分
を
占
め
る
で
あ
ろ
う

こ
と
は
認
め
る
。
よ
っ
て
、

北
方
話
を
今
日
の
中
国
の
諸
方
言
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間
の
仲
介
言
語
と
し
、
こ
の
過
渡
的
な
時
期
に
、

北
方
話
が
未

　
来
の
民
族
統
一
語
の
任
務
の
一
端
を
負
う
こ
と
に
は
、
我
々
も

　
同
意
す
る
。
（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
）

　
実
は
、
こ
の
「
新
綱
領
草
案
」
の
つ
く
ら
れ
た
前
年
の
一
九
三

八
年
三
月
に
、
そ
れ
ま
で
対
立
し
て
い
た
ラ
テ
ン
化
新
文
字
派
と

国
語
ロ
ー
マ
字
派
が
武
漢
で
意
見
を
交
わ
し
、
い
く
つ
か
の
点
で

合
意
に
達
し
た
。
こ
こ
で
両
者
は
以
後
一
致
協
力
し
て
い
く
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

に
な
う
た
の
で
あ
る
。
（
こ
れ
を
「
漢
口
協
商
」
と
い
う
。
）

　
こ
の
「
新
綱
領
草
案
」
に
お
い
て
、
特
に
傍
線
の
部
分
に
「
漢

口
協
商
」
に
よ
る
国
語
ロ
ー
マ
字
派
と
の
妥
協
が
表
れ
て
い
る
と

い
え
る
。
こ
こ
で
「
今
日
の
方
言
を
、
自
然
に
、
ま
た
人
工
的
に
、

…
…
」
と
わ
ざ
わ
ざ
規
定
し
た
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
陳
望
道
と

黎
錦
煕
の
よ
う
な
言
語
の
人
工
性
、
言
語
の
自
然
性
と
い
う
異
な

る
言
語
観
に
基
づ
く
対
立
を
、
こ
の
時
点
で
解
消
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
更
に
こ
の
「
新
綱
領
草
案
」
の
特
徴

と
し
て
は
、
「
大
衆
語
」
、
「
普
通
話
」
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ

ず
、
代
わ
り
に
「
民
族
統
一
語
」
、
「
北
方
話
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ラ
テ
ン
化
新
文
字
派
が
「
普
通
話
」
と
い
う
時
、
そ
れ
は
多
く

は
嬰
秋
白
の
言
う
「
普
通
話
」
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
。
こ
こ
で

こ
の
用
語
を
あ
え
て
使
わ
ず
、
「
民
族
統
一
語
」
と
し
た
の
は
、

嬰
秋
白
の
い
う
「
普
通
話
」
と
は
内
容
が
異
な
る
こ
と
を
示
し
た

か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
「
北
方
話
が
た
し
か
に

各
区
の
方
言
の
中
で
、
使
用
区
域
の
最
も
広
い
も
の
で
あ
り
、

…
…
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
北
方
話
」
と
い
う
用
語

は
国
語
口
i
マ
字
派
の
主
張
す
る
「
国
語
」
（
す
な
わ
ち
、
北
京

語
も
し
く
は
北
京
語
音
を
標
準
音
と
す
る
官
話
）
に
一
歩
近
づ
け

た
表
現
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
、
前
述
し

た
よ
う
な
陳
望
適
の
「
普
通
話
は
…
・
・
す
な
わ
ち
最
も
広
く
ゆ
き

わ
た
っ
て
い
る
一
つ
の
土
語
方
言
で
あ
り
、
…
…
」
と
い
う
考
え

方
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
も
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

五
　
盟
秋
白
と
陳
望
道

　
周
知
の
通
り
、
嬰
秋
白
（
一
八
九
九
壬
一
九
三
五
）
は
ソ
連
に

お
い
て
ラ
テ
ン
化
新
文
字
が
成
立
す
る
際
に
中
心
的
役
割
を
は
た

し
た
。
一
九
二
九
年
、
彼
は
ソ
連
の
漢
語
学
者
コ
ロ
コ
ロ
フ
の
協

力
を
得
て
漢
語
ラ
テ
ン
化
方
案
を
起
草
し
、
『
中
国
ラ
テ
ン
化
の

文
字
』
（
『
中
国
拉
丁
化
的
字
母
」
）
と
し
て
発
表
し
た
。
そ
し
て

嬰
秋
白
の
帰
国
後
は
彼
の
方
案
を
も
と
に
、
ソ
連
の
漢
語
学
者
の

ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
や
ド
ゥ
ラ
グ
ノ
フ
ら
が
組
織
す
る
、
レ
ニ
ン
グ
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ラ
ー
ド
ソ
連
科
学
院
東
方
学
研
究
所
の
「
漢
語
ラ
テ
ン
化
委
員

会
」
に
お
い
て
最
終
的
に
「
中
国
北
方
話
ラ
テ
ン
化
新
文
字
方

案
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
方
案
は
一
九
三
一
年
九
月
に
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ー
ク
で
行
わ
れ
た
中
国
文
字
ラ
テ
ン
化
第
一
回
代
表
大

会
で
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
大
会
で
は
同
時
に
「
中
国
新
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
）

字
十
三
原
則
」
が
決
議
さ
れ
た
。

　
さ
て
、
次
に
嬰
秋
白
と
陳
望
道
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
「
普
通

話
」
の
定
義
を
比
較
し
、
両
者
の
違
い
を
明
確
に
し
た
い
。

　
嬰
秋
白
の
「
普
通
話
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
特
に
一
九
三

一
年
か
ら
一
九
三
三
年
の
間
に
執
筆
さ
れ
た
「
鬼
門
関
外
の
戦

争
」
、
「
ロ
ー
ヱ
子
の
中
国
文
か
、
そ
れ
と
も
奇
怪
な
文
字
の
中
国

文
か
」
、
「
広
く
い
き
わ
た
っ
た
中
国
の
こ
と
ば
の
文
字
の
研
究
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

な
ど
の
一
連
の
文
章
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
現
代
普
通
話
の
新
中
国
文
と
は
何
か
。
ま
ず
、
こ
れ
は
話
し

　
こ
と
ぱ
と
一
致
し
た
文
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
（
中

　
略
）
…
…
次
に
、
こ
の
書
き
こ
と
ぱ
は
話
し
こ
と
ば
と
一
致
し

　
て
い
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ど
ん
な
話
し
こ
と
ぱ
と
一

　
致
し
て
い
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
の
か
。
そ
れ
は
普
通
話

　
と
一
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
普
通
話
は
完
全
な
北
京

　
官
話
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
も
と
も
と
官
話
と
い
う
名
詞
は

　
官
僚
主
義
的
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
北
京
の
土
着
の

　
言
語
で
は
も
づ
と
あ
り
え
な
い
。
今
日
、
一
般
の
社
会
生
活
の

　
発
展
の
結
果
、
各
地
方
の
人
々
が
寄
り
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
は
、

　
「
文
化
的
、
政
治
的
、
経
済
的
な
中
心
」
で
あ
り
、
各
地
方
の

　
土
着
の
言
語
に
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、

　
自
然
に
み
な
が
自
分
た
ち
の
土
着
の
言
語
の
中
の
特
別
な
言
い

　
方
や
口
語
音
を
避
け
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
あ
る
種
の
普
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
珊
）

　
話
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
「
鬼
門
関
外
の
戦
争
」
）

　
嬰
秋
白
は
「
国
語
」
と
い
う
概
念
に
反
対
し
て
い
た
が
、
特
に

北
京
語
を
国
語
と
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
理
由
と
し
て
は
、
「
現

在
で
は
政
治
的
、
経
済
的
、
文
化
的
な
条
件
は
み
な
決
し
て
北
京

を
真
の
全
国
的
な
中
心
都
市
と
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
か
つ
、

こ
の
よ
う
な
前
途
も
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
「
新
中
国
の
文
字
革

命
」
）
と
述
ぺ
て
い
る
。
（
彼
は
中
国
に
は
真
に
政
治
的
、
経
済
的
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

文
化
的
な
中
心
は
存
在
し
な
い
と
考
え
て
い
た
。
）
嬰
秋
白
の
主

張
の
最
大
の
特
徴
で
あ
り
、
彼
が
一
連
の
文
章
の
中
で
一
貫
し
て

述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
「
普
通
話
」
と
諸
方
言
と
い
う
異
な
る
表

記
体
系
を
併
存
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
普

通
話
」
だ
け
で
な
く
、
諸
方
言
（
厳
密
に
言
え
ば
各
方
言
区
の
共

通
語
）
に
も
文
字
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
更
に
漢
字
を
廃
し

534



（81）陳望道と言語・文字改革連動

て
ロ
ー
マ
字
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
言
文
一
致

（
彼
の
こ
と
ば
で
は
〃
文
字
和
言
語
的
一
致
〃
、
つ
ま
り
「
書
き
こ

と
ば
と
話
し
こ
と
ば
の
一
致
」
）
が
実
現
さ
れ
る
と
彼
は
考
え
た

　
　
（
4
0
）

の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
北
方
話
」
と
「
普
通
話
」
と
の
関
連
に
つ
い
て

は
、
実
は
嬰
秋
白
も
多
少
言
及
し
て
い
る
。
彼
は
「
普
通
話
」
は

も
う
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
こ
の
普
通
話
は
も
ち
ろ
ん
都
市
の
産
物
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

　
の
大
都
市
の
言
語
の
混
ざ
り
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
七
、

　
八
百
年
以
来
習
慣
的
に
書
か
れ
た
白
話
は
、
北
方
話
の
文
法
や

　
語
を
基
礎
に
し
て
用
い
て
い
る
た
め
、
こ
の
混
ざ
り
あ
っ
て
で

　
き
た
普
通
話
の
中
に
は
北
方
話
の
成
分
が
比
較
的
優
勢
を
占
め

　
　
　
　
（
仙
）

　
る
は
ず
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
朋
僅
秋
白
は
「
普
通
話
」
の
中
に
は
北
京
語
を
含

む
北
方
話
の
要
素
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
な

が
ら
も
、
そ
れ
は
諸
方
言
が
「
混
ざ
り
あ
っ
た
」
結
果
形
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
更
に
混
合
が
進
行
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
強
調
す
る
。

　
一
方
、
陳
望
道
は
「
普
通
話
」
に
つ
い
て
、
「
そ
の
土
台
は
も

と
も
と
土
語
方
言
で
あ
る
が
、
た
だ
し
そ
れ
は
晋
通
性
を
帯
ぴ
た

土
語
方
言
に
す
ぎ
な
い
。
」
（
「
大
衆
語
論
」
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と

・
か
ら
、
彼
に
と
っ
て
は
「
普
通
話
」
を
構
想
す
る
に
は
何
ら
か
の

基
礎
と
な
る
言
語
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
言
語
と
は
現
実
に
存
在

す
る
言
語
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
陳
望
道
は
諸
方

言
の
ラ
テ
ン
化
新
文
字
案
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
実

は
あ
ま
り
積
極
的
な
見
解
を
示
し
て
は
い
な
い
。
例
え
ば
、
彼
は

各
方
言
話
者
の
た
め
に
、
各
々
の
方
言
で
の
刊
行
物
を
出
す
こ
と

に
つ
い
て
は
、
「
現
在
我
々
に
は
（
そ
の
よ
う
な
）
力
量
は

（
棚
）

な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
陳
望
道
に
と
っ
て
諸
方
言
の
ラ
テ
ン
化
新
文
字
案
は
、
諸
方
言

か
ら
「
普
通
話
」
に
は
な
い
要
素
を
容
易
に
補
い
、
そ
れ
に
よ
っ

て
「
普
通
話
」
を
さ
ら
に
豊
富
に
し
発
展
さ
せ
る
た
め
の
手
段
に

す
ぎ
な
か
う
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
次
に
「
新
綱
領
草
案
」
成
立
後
の
ラ
テ
ン
化
新
文
字
運

動
の
方
針
の
転
換
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
そ
の
方
針
の
転
換
と
は
一
言
で
言
え
ぱ
、
運
動
の
方
針
の
重
点

が
、
大
衆
が
文
字
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
う
て
、
「
言
文
一
致
を

実
現
さ
せ
る
」
こ
と
か
ら
、
「
い
か
に
し
て
民
族
統
一
語
を
形
成

す
る
か
」
へ
と
移
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
新
綱

領
草
案
」
で
は
、
「
言
語
の
分
岐
か
ら
統
一
へ
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
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が
使
わ
れ
、
（
先
に
引
用
し
た
「
新
綱
領
草
案
」
第
四
項
目
を
参

照
。
）
そ
れ
に
よ
っ
て
、
諸
方
言
の
ラ
テ
ン
化
新
文
字
表
記
の
問

題
は
、
「
民
族
統
一
語
」
に
従
属
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
嬰
秋
白
の
考
え
方

と
は
異
な
る
。
嬰
秋
白
に
と
っ
て
、
「
中
国
文
」
（
普
通
話
）
と
諸

「
方
言
文
」
は
併
存
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
諸
「
方
言
文
」

が
「
中
国
文
」
に
従
属
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
扱
っ
て
い
な
い
。

　
で
は
な
ぜ
、
こ
の
時
点
で
こ
の
よ
う
な
方
針
の
転
換
を
行
わ
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
国
語
ロ
ー
マ
字
派
と
の
妥

協
や
「
一
一
一
一
呈
咀
の
分
岐
か
ら
統
一
へ
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
が
マ
ル
の
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

語
理
論
の
導
入
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
以
外
に
、
陳
望
道
の
言
語

観
が
そ
こ
に
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
陳
望
道
は
大
衆
語
運
動
の
時
期
か
ら
し
ば
し
ば
「
語
文
統
一
」

と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
た
が
、
こ
の
「
語
文
統
一
」
に
は
た
だ

単
純
に
「
言
文
一
致
」
と
訳
し
た
の
で
は
十
分
に
表
す
こ
と
の
で

き
な
い
意
味
あ
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
①
書
き
こ
と
ぱ
を
話
し
こ

と
ば
で
あ
る
大
衆
語
（
す
な
わ
ち
普
通
話
）
に
一
致
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
と
、
②
漢
民
族
の
諸
方
言
を
大
衆
語
（
普
通
話
）
に
統
一

す
る
と
い
う
二
つ
の
意
味
あ
い
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
語
文
統
一
」
と
同
時
に
陳
望
道
は
「
語
文
合
一
」
と
い

う
用
語
も
用
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
彼
が
「
語
文
合
一
」
と
言
う

場
合
、
そ
れ
は
前
述
の
①
の
意
味
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
し

て
陳
望
道
の
考
え
に
よ
れ
ぱ
、
め
ざ
す
べ
き
な
の
は
「
語
文
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仙
）

一
」
で
は
な
く
、
「
語
文
統
一
」
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

　
陳
望
道
は
「
今
回
の
文
言
と
白
話
の
論
戦
」
と
題
す
る
文
章
の

中
で
、
大
衆
語
が
「
本
当
に
最
も
容
易
に
広
く
い
き
わ
た
る
段
階

に
至
る
に
は
、
三
つ
の
統
一
が
必
ず
な
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
。
」
ど
述
べ
て
い
る
。
そ
の
「
三
つ
の
統
一
」
と
は
、
次
の
も

の
で
あ
る
。

　
①
話
し
こ
と
ぱ
と
書
き
こ
と
ば
の
統
一
。
②
各
地
の
土
着
の
言

　
語
の
統
一
。
③
形
式
と
内
容
の
統
一
。
（
す
な
わ
ち
、
言
語
の

　
内
容
も
大
衆
の
要
求
に
か
な
っ
た
進
歩
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㏄
）

　
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
）

　
つ
ま
り
、
陳
望
道
は
こ
の
「
三
つ
の
統
一
」
の
内
容
を
、
「
語

文
統
＝
と
い
う
こ
と
ば
に
集
約
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の

こ
の
「
語
文
統
一
」
と
い
う
考
え
方
に
従
っ
て
、
「
新
綱
領
草
案
」

に
お
け
る
「
民
族
統
一
語
」
と
い
う
用
語
が
新
た
に
つ
く
ら
れ
、

嬰
秋
白
の
述
べ
た
「
普
通
話
」
と
の
区
別
を
厳
密
に
行
お
う
と
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
ラ
テ
ン
化
新
文
字
運
動
の
方
針
の
転
換
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に
は
、
陳
望
道
の
多
大
な
影
響
力
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。　

さ
て
、
一
九
四
〇
年
八
月
に
入
る
と
、
国
民
党
に
よ
る
迫
害
が

激
し
く
な
り
、
上
海
で
は
も
は
や
ラ
テ
ン
化
新
文
字
運
動
を
維
持

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
運
動
の
中
心
は
延
安
へ

と
移
っ
て
い
く
。
陳
望
道
も
身
の
危
険
を
感
じ
、
同
年
の
秋
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

上
海
を
一
時
期
離
れ
て
い
た
。
彼
は
す
で
に
一
九
三
八
年
か
ら

『
毎
日
訳
報
』
の
『
語
文
週
間
』
欄
で
、
上
海
の
数
人
の
漢
語
学

者
た
ち
と
文
法
革
新
に
関
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い
た
が
、
上
海

を
離
れ
て
い
た
こ
の
時
期
か
ら
の
陳
望
道
の
発
表
す
る
文
章
は
、

こ
の
文
法
革
新
に
関
す
る
も
の
が
多
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
侶
）

　
そ
の
後
、
「
中
国
語
文
学
会
」
の
成
立
（
一
九
四
七
年
三
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

や
「
上
海
新
文
字
工
作
者
協
会
」
の
成
立
（
一
九
四
九
年
九
月
）

に
関
わ
っ
て
い
る
以
外
は
、
陳
望
適
は
、
言
語
・
文
字
改
革
運
動

に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た
活
動
は
し
て
い
な
い
。

六
　
解
放
後
の
文
字
改
革
と
陳
望
道

　
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、
陳
望
道
の
言
語
・
文
字
改
革
に
お

け
る
最
も
注
目
す
べ
き
貢
献
は
、
一
九
五
五
年
十
月
に
蹄
か
れ
た

第
一
回
全
国
文
字
改
革
会
議
で
の
彼
の
発
言
で
あ
る
。
陳
望
道
は

こ
の
時
、
同
会
議
が
規
定
し
た
「
北
京
語
を
標
準
と
す
る
」
と
い

う
普
通
話
の
定
義
に
対
し
、
「
論
理
的
な
誤
り
が
あ
る
。
」
と
指
摘

し
た
。
彼
は
「
北
京
語
を
標
準
と
す
る
普
通
話
」
と
す
る
と
、
普

通
話
は
す
な
わ
ち
北
京
語
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
普
通
話
で
は
な

く
な
う
て
し
ま
う
と
述
べ
た
。
こ
の
発
言
に
よ
り
、
専
門
家
が
再

度
召
集
さ
れ
、
討
議
し
た
結
果
、
最
終
的
に
「
北
京
語
音
を
標
準

音
と
し
、
北
方
話
を
基
礎
方
言
と
す
る
」
と
定
義
さ
れ
、
後
に

「
典
型
的
な
現
代
白
話
文
の
著
作
を
語
法
の
規
範
と
す
る
」
が
付

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

け
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
会
議
で
は
、
漢
語
の
「
ピ
ン
イ
ン
方
案
」
（
音
標

方
案
）
に
つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
な
発
言
も
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
音
標
方
案
は
普
通
話
を
書
き
綴
る
以
外
に
、
方

　
言
音
も
綴
る
と
い
う
補
足
的
な
規
定
を
つ
く
り
、
方
言
音
と
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訓
）

　
京
音
の
対
照
学
習
を
便
利
に
す
る
の
が
最
も
よ
い
。

　
更
に
陳
望
道
は
同
じ
く
一
九
五
五
年
十
月
に
開
か
れ
た
現
代
漢

語
規
範
化
問
題
学
術
会
議
で
、
会
議
の
総
括
発
言
を
行
い
、
そ
の

中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
も
ち
ろ
ん
、
規
範
化
さ
れ
た
漢
民
族
共
通
語
は
北
方
話
の
基

　
礎
の
上
に
更
に
絶
え
ず
各
方
言
、
古
語
、
及
ぴ
他
の
言
語
に
お

　
け
る
有
用
な
語
や
文
法
を
吸
収
し
て
自
ら
を
豊
富
に
し
な
け
れ
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（
耽
）

　
ぱ
な
ら
な
い
。

　
こ
の
発
言
か
ら
陳
望
道
の
普
通
話
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
、
大

衆
語
運
動
の
時
期
か
ら
一
貫
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で

あ
る
。

　
で
は
大
衆
語
運
動
以
来
の
彼
の
構
想
が
、
解
放
後
に
全
て
実
現

し
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
漢
字
の
簡
略
化
、
普
通
話

の
普
及
は
、
ほ
ぼ
陳
望
道
の
構
想
通
り
に
進
ん
だ
と
い
え
る
が
、

普
通
話
教
育
や
普
通
話
自
体
の
発
展
の
た
め
の
諸
方
言
の
音
標
化

は
結
局
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
で
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
大
衆
語
運
動
、
手
頭
字
運
動
、
ラ

テ
ン
化
新
文
字
運
動
を
通
じ
て
、
陳
望
道
は
そ
の
指
導
力
を
発
揮

し
、
言
語
理
論
の
面
で
も
大
き
な
影
響
力
を
及
ぽ
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
と
り
わ
け
嬰
秋
白
が
提
唱
し
た
初
期
の
ラ
テ
ン
化
新
文
字

運
動
の
「
言
文
一
致
の
実
現
」
に
重
点
を
お
く
方
針
ξ
「
拉
丁

化
中
国
字
運
動
新
綱
領
草
案
」
の
成
立
に
よ
P
て
、
「
民
族
統
一

語
の
形
成
」
に
重
点
を
お
く
方
針
へ
と
転
換
さ
せ
た
の
は
、
陳
望

道
の
主
張
し
た
「
語
文
統
一
」
と
い
う
考
え
方
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
。

　
解
放
後
、
陳
望
道
は
第
一
回
全
国
文
字
改
革
会
議
で
「
普
通

話
」
の
定
義
に
関
し
て
重
要
な
発
言
を
行
っ
た
。
彼
の
大
衆
語
運

動
以
来
の
言
語
・
文
字
改
革
の
構
想
は
、
簡
体
字
、
普
通
話
の
普

及
と
い
う
こ
と
で
は
実
現
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
言
語
観
の

違
い
は
あ
れ
嬰
秋
白
や
陳
望
道
が
共
に
主
張
し
、
そ
し
て
ラ
テ
ン

化
新
文
字
運
動
が
め
ざ
し
て
き
た
、
・
普
通
話
に
は
な
い
諸
方
言
の

要
素
を
大
衆
自
身
が
ロ
ー
マ
字
に
よ
っ
て
自
曲
に
表
現
す
る
と
い

う
道
は
、
最
終
的
に
は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
陳
望
道
の
文
法
研
究
、
特
に
「
中
国
文
法
革
新
」
の
議
論
に
お

け
る
彼
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
触
れ
ら
れ
な

か
づ
た
。
こ
の
「
中
国
文
法
革
新
」
の
議
論
は
、
そ
れ
ま
で
の
専

ら
文
語
を
対
照
と
し
た
文
法
研
究
の
あ
り
方
を
批
判
し
、
新
た
に

ソ
シ
ュ
ー
ル
な
ど
の
近
岱
言
語
学
の
理
論
を
導
人
し
よ
う
と
試
み

た
点
で
興
味
深
い
。

　
ま
た
、
マ
ル
の
言
語
理
論
の
中
国
へ
の
受
容
に
つ
い
て
も
、
今

回
は
十
分
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
エ
ス
ペ

ラ
ン
チ
ス
ト
も
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
従
う
て
、
ラ
テ
ン
化
新
文
字
運
動
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

主
義
と
の
関
連
性
も
同
時
に
調
べ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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（
1
）
　
陳
望
適
に
関
す
る
研
究
論
文
の
目
録
は
、
復
旦
大
学
語
言
文
学

　
研
究
所
編
『
陳
望
道
先
生
誕
辰
一
百
周
年
記
念
文
集
』
（
学
林
出
版

社
、
一
九
九
二
年
）
巻
末
付
録
の
「
陳
望
道
研
究
資
料
索
引
」
を
参

　
照
。

（
2
）
　
例
え
ぱ
、
陳
光
嘉
「
語
文
運
動
的
先
駆
　
語
文
建
設
的
巨
匠

　
－
陳
望
道
先
生
誕
辰
一
百
周
年
記
念
」
（
『
語
文
建
設
』
第
二
期
、

語
文
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
、
郵
明
以
「
中
国
語
文
改
革
運
動
的

　
先
駆
－
陳
望
道
」
（
復
旦
大
学
中
国
語
言
文
学
研
究
所
編
『
中
国

語
言
文
学
研
究
的
現
代
思
考
」
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、

所
収
）
な
ど
。

（
3
）
　
本
稿
で
引
用
し
て
い
る
陳
望
道
の
言
語
・
丈
字
に
関
す
る
文
章

　
や
発
言
は
、
す
ぺ
て
『
陳
望
道
文
集
』
第
三
巻
（
上
海
人
民
出
版
社
、

　
一
九
八
一
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
硯
海
曙
『
拉
丁
化
新
文
字
運
動
的
始
末
和
編
年
紀
事
』
（
知
識

出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
七
頁
、
硯
海
曙
「
推
広
普
通
話
的
歴
史
発

展
」
（
睨
海
曙
著
炸
編
輯
小
組
『
悦
海
曙
語
文
論
集
』
、
上
海
教
育
出

版
社
、
一
九
九
一
年
、
所
収
）
。
．

（
5
）
　
『
太
白
』
は
、
一
年
間
、
計
二
巻
二
四
期
発
行
さ
れ
た
時
点
で
、

　
国
民
党
政
府
に
よ
っ
て
停
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

復
旦
大
学
語
言
研
究
室
「
陳
望
道
同
志
伝
略
」
（
『
陳
望
道
文
集
』
第

　
一
巻
、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
七
九
年
の
序
文
に
所
収
。
の
ち
、

若
干
の
改
訂
を
行
い
、
陳
光
嘉
、
李
煕
宗
編
『
陳
望
道
論
語
文
教

育
』
、
河
南
教
育
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
所
収
。
）
を
参
照
。

（
6
）
　
こ
れ
が
『
太
白
』
に
発
表
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
五
年
の
第
一

　
巻
第
十
期
で
あ
る
。
こ
の
「
縁
起
」
で
は
次
の
よ
う
に
述
ぺ
ら
れ
て

　
い
る
。
「
我
々
の
日
常
で
は
多
く
の
便
利
な
字
が
あ
る
が
、
手
書
き

　
で
は
皆
は
こ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
も
の
の
、
書
物
で
は
こ
の
よ
う

　
に
は
印
刷
し
て
い
な
い
。
一
つ
の
字
を
覚
え
る
の
に
二
種
類
以
上
の

　
形
を
知
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
な
ん
と
不
便
な
こ
と
か
。
今
我
々

　
は
手
頭
字
を
印
刷
に
も
用
い
、
本
を
読
む
人
に
数
種
の
字
体
を
覚
え

　
る
煩
わ
し
さ
を
省
き
、
文
字
を
比
較
的
覚
え
や
す
く
、
書
き
や
す
く

　
し
、
更
に
大
衆
に
普
及
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
」

（
7
）
　
陳
望
道
「
文
学
和
大
衆
語
」
（
一
九
三
四
年
）
。
な
お
本
文
の
括

　
弧
内
は
引
用
者
の
補
足
。

（
8
）
　
註
（
7
）
に
同
じ
。

（
9
）
　
周
有
光
『
漢
字
改
革
概
論
』
（
文
字
改
革
出
版
社
、
一
九
七
九

年
、
第
三
版
二
二
二
〇
i
二
二
四
頁
。

（
1
0
）
　
周
有
光
同
書
三
二
四
五
二
二
六
頁
。

（
1
1
）
　
周
有
光
同
書
三
四
、
三
九
｛
四
四
、
三
二
一
頁
。

（
1
2
）
　
『
国
語
週
間
』
第
一
五
六
期
、
一
九
三
四
年
九
月
二
十
二
日
。

（
旧
）
　
こ
の
論
争
の
全
文
は
、
硯
海
曙
編
『
中
国
語
文
的
新
生
』
（
時

代
出
版
社
、
一
九
四
九
年
）
所
収
。
ユ

（
1
4
）
　
『
国
語
週
間
』
第
一
五
四
期
、
一
九
三
四
隼
九
月
八
日
。

（
1
5
）
　
黎
錦
煕
「
『
大
衆
語
』
和
『
標
準
国
語
」
」
（
『
国
語
週
間
』
第
一

　
五
四
期
、
一
九
三
四
年
九
月
八
日
）
。
ま
た
、
黎
錦
熊
『
国
語
運
動

史
綱
』
（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
四
年
）
二
四
頁
も
参
照
。

（
1
6
）
　
陳
望
道
「
名
実
問
題
」
（
一
九
三
四
年
）
。
本
文
の
括
弧
内
は
引

　
用
者
の
補
足
。

（
1
7
）
　
こ
の
本
は
、
一
九
三
二
年
に
高
木
弘
・
丼
上
英
一
（
エ
ス
ベ
ラ

　
ン
チ
ス
ト
の
大
島
義
夫
・
山
崎
不
二
夫
の
筆
名
）
に
よ
る
日
本
語
訳
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が
出
て
い
る
。
（
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
発
行
。
一
九
七
六
年
に

復
刻
発
行
。
）
陳
望
道
は
日
本
へ
の
留
学
経
験
が
あ
り
、
日
本
語
に

堪
能
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
日
本
語
訳
を
参
考
に
し
た
可
能
性
は
高
い
。

　
日
本
語
訳
の
「
訳
者
前
書
き
」
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
と
、
こ
の
本

　
は
「
ピ
雪
ま
零
邑
国
立
歴
史
⊥
言
語
研
究
所
と
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
共
和

国
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
同
盟
言
語
委
員
会
と
の
共
同
出
版
に
な
る

貝
句
－
晋
巨
ま
く
3
著
一
－
§
寿
o
昌
彗
庁
一
昌
o
首
昌
o
昌
旨
ご

旨
ま
戸
冨
曽
（
言
語
学
と
国
際
語
）
の
訳
。
」
で
あ
る
。

（
1
8
）
　
陳
望
道
「
用
脳
子
論
」
（
一
九
三
四
年
）
。

（
1
9
）
（
2
0
）
　
陳
望
道
「
大
衆
語
論
」
（
一
九
三
四
年
）
。

（
2
1
）
　
ソ
遵
に
お
け
る
文
字
の
ラ
テ
ン
化
運
動
は
、
一
九
二
二
年
よ
り

始
ま
り
、
約
十
五
年
間
続
い
た
。
詳
細
は
、
田
中
克
彦
『
言
語
の
思

想
』
（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
七
五
年
）
一
五
三
－
一
五
六
頁
参

照
。
ま
た
、
特
に
ソ
連
在
住
の
漢
民
族
に
対
す
る
当
時
の
ラ
テ
ン
化

　
の
普
及
状
況
に
つ
い
て
は
、
U
亀
『
彗
9
ω
一
き
ぎ
§
茅
§
β
ミ
ト
§
一

寒
嚢
お
さ
§
ざ
o
ミ
§
一
享
三
8
一
〇
目
〇
三
亮
鶉
－
q
？
鶉
9

雫
ま
o
g
昌
一
冨
g
。
の
八
七
三
一
〇
八
頁
を
参
照
。

（
2
2
）
　
硯
海
曙
『
拉
丁
化
新
文
字
運
動
的
始
末
和
編
年
紀
事
』
前
揚
書
、

　
一
〇
二
－
一
〇
三
頁
。

（
2
3
）
　
陳
望
適
「
接
近
口
頭
語
的
方
法
」
（
一
九
三
五
年
）
。

（
2
4
）
（
2
5
）
　
陳
望
道
「
方
言
的
記
録
」
（
一
九
三
四
年
）
。

（
2
6
）
　
陳
望
道
の
〃
語
文
統
一
。
の
主
張
は
、
特
に
「
建
立
大
衆
語
文

学
」
（
一
九
三
四
年
）
と
「
大
衆
語
論
」
（
一
九
三
四
年
）
を
参
照
。

（
2
7
）
　
硯
海
曙
「
回
憶
望
道
先
生
」
（
睨
海
曙
著
作
編
輯
小
組
『
睨
海

曙
語
文
論
集
』
前
掲
書
所
収
）
。

（
2
8
）
　
一
九
三
八
年
三
月
、
国
民
党
「
中
央
宣
伝
部
」
は
、
ラ
テ
ン
化

　
新
文
字
普
及
を
表
面
上
は
認
め
る
声
明
文
を
出
し
た
。
そ
の
内
容
に

　
つ
い
て
は
硯
海
曙
『
拉
丁
化
新
文
字
運
動
的
始
末
和
編
年
紀
事
』
前

　
掲
書
、
二
二
四
頁
を
参
照
。

（
2
9
）
　
復
旦
大
学
語
言
研
究
室
「
陳
望
道
同
志
伝
略
」
前
掲
、
睨
海
曙

　
「
回
憶
望
道
先
生
」
前
掲
、
及
び
硯
海
曙
『
拉
丁
化
新
文
字
運
動
的

　
始
末
和
編
年
紀
事
』
前
掲
書
、
一
二
二
、
一
四
〇
、
一
五
一
頁
。

（
3
0
）
　
陳
望
道
「
拉
丁
化
北
音
方
案
対
読
小
記
」
（
一
九
三
八
年
）
、

　
「
拉
丁
化
北
音
方
案
対
読
補
記
」
（
一
九
三
八
年
）
。

（
3
1
）
　
陳
望
道
「
中
国
語
文
的
演
進
和
新
文
字
」
。

（
3
2
）
　
睨
海
曙
『
拉
丁
化
新
文
字
運
動
的
始
末
和
編
年
紀
事
』
前
掲
書
、

　
二
二
九
－
一
四
〇
頁
。

（
3
3
）
　
硯
海
曙
『
拉
丁
化
新
文
字
運
動
的
始
末
和
編
年
紀
箏
』
前
掲
書
、

　
一
四
八
頁
。
「
拉
丁
化
中
国
字
運
動
新
綱
領
草
案
」
の
全
文
は
、
硯

　
海
曙
編
『
中
国
語
文
的
新
生
』
（
時
代
出
版
社
、
一
九
四
九
年
）
所

　
収
。

（
3
4
）
　
硯
海
曙
『
拉
丁
化
新
文
字
運
動
的
始
末
和
編
年
紀
事
』
前
掲
書
、

　
七
六
－
七
七
頁
。
「
中
国
新
文
字
十
三
原
則
」
の
全
文
は
、
睨
海
曙

　
編
『
中
国
語
文
的
新
生
』
前
掲
書
所
収
。

（
3
5
）
　
睨
海
曙
『
拉
丁
化
新
文
字
運
動
的
始
末
和
編
年
紀
事
』
前
掲
書
、

　
二
二
四
；
一
三
五
頁
。

（
3
6
）
　
睨
海
曙
同
書
、
＝
了
五
頁
、
六
九
｛
七
八
頁
。
ま
た
、
嬰
秋
白

　
『
中
国
拉
丁
化
的
字
母
』
は
、
『
朋
僅
秋
白
文
集
』
文
学
編
第
三
巻
（
人

　
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
所
収
。

（
3
7
）
　
盟
秋
白
が
言
語
や
文
字
の
問
題
に
つ
い
て
こ
の
時
期
に
書
い
た
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文
章
と
し
て
は
、
「
鬼
門
関
以
外
的
戦
争
」
、
「
羅
馬
字
的
中
国
文
還

是
肉
麻
字
的
中
国
文
？
」
、
「
普
通
中
国
話
的
字
眼
的
研
究
」
、
「
中
国

文
和
中
国
話
的
関
係
」
、
「
漢
字
和
中
国
的
言
語
」
、
「
中
国
文
和
中
国

話
的
現
状
」
、
「
新
中
国
的
文
字
革
命
」
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
盟
秋

白
文
集
』
前
掲
書
所
収
。

（
3
8
）
　
嬰
秋
白
「
鬼
門
関
以
外
的
戦
争
」
。

（
3
9
）
　
襲
秋
白
「
羅
馬
字
的
中
国
文
還
是
肉
麻
字
的
中
国
文
？
」
。

（
4
0
）
　
た
だ
し
、
中
国
の
言
語
の
問
題
に
関
し
て
は
、
嬰
秋
白
に
と
っ

　
て
、
こ
の
「
中
国
文
」
（
普
通
話
に
よ
る
表
記
）
と
「
方
言
文
」
（
諸

　
方
言
に
よ
る
表
記
）
の
併
用
が
最
終
的
な
目
標
で
は
な
か
づ
た
。
彼

　
に
と
っ
て
こ
れ
は
、
「
経
済
的
な
分
散
状
態
か
ら
経
済
的
な
真
の
統

　
一
へ
い
た
る
過
程
」
（
「
中
国
の
書
き
こ
と
ぱ
と
話
し
こ
と
ぱ
の
現

　
状
」
の
引
用
）
で
実
現
さ
れ
る
ぺ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
主

　
義
的
弁
証
法
に
従
え
ぱ
民
族
は
や
が
て
は
解
消
さ
れ
る
ぺ
き
も
の
で

　
あ
り
、
言
語
も
一
つ
の
統
一
さ
れ
た
言
語
が
形
成
さ
れ
る
。
三
十
年

　
代
初
頭
の
ソ
連
の
民
族
政
策
理
論
の
影
響
を
受
け
た
盟
秋
自
は
、
そ

　
れ
を
中
国
の
漢
民
族
の
状
況
に
応
用
し
た
と
い
え
よ
う
。

（
4
1
）
　
”
適
兄
”
に
あ
て
た
書
簡
か
ら
の
引
用
。
『
題
秋
自
文
集
』
前
掲

　
書
所
収
。
一
九
三
一
年
春
頃
書
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
受
取

　
人
は
未
詳
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（
4
2
）
　
陳
望
道
「
悠
様
倣
到
大
衆
語
的
”
普
遍
”
？
」
（
一
九
三
四
年
）
。

（
4
3
）
　
こ
の
テ
ー
ゼ
が
マ
ル
の
言
語
理
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と

　
は
、
悦
海
曙
の
「
拉
丁
化
中
国
字
理
論
大
綱
」
（
硯
海
曙
編
『
中
国

　
語
文
的
新
生
』
前
掲
書
、
の
ち
『
睨
海
曙
語
文
論
集
』
前
掲
書
所

　
収
。
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
4
4
）

（
4
5
）

（
4
6
）

（
4
7
）

（
4
8
）

（
4
9
）

（
5
0
）

（
5
1
）

（
5
2
）

陳
望
道
「
窓
様
倣
到
大
衆
語
的
”
普
遍
”
？
」
前
掲
。

陳
望
道
「
這
一
次
文
言
和
白
話
的
論
戦
」
（
一
九
三
四
年
）
。

こ
れ
は
、
註
（
2
）
の
陳
光
嘉
前
掲
論
文
の
解
釈
に
従
っ
た
。

睨
海
曙
「
回
憶
望
道
先
生
」
前
掲
。

復
旦
大
学
語
言
研
究
室
「
陳
望
道
同
志
伝
略
」
前
掲
。

註
（
2
）
の
陳
光
嘉
前
掲
論
文
参
照
。

睨
海
曙
「
回
憶
望
道
先
生
」
前
掲
。

「
在
第
一
次
全
国
文
字
改
革
会
議
上
的
発
言
」
（
一
九
五
五
年
）
。

「
現
代
漢
語
規
範
化
闇
題
学
術
会
議
上
的
総
結
発
言
」
（
一
九
五

五
年
）
。

（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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